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～ＪＡほくさいのＴＡＣについてご紹介します～

T A C

AWARD

① Team for Agricultural・Coordination（農業コーディネーター）
② Total・Agriculture・Consultant（総合的農業コンサルタント）
③ T（とことん） A（あって） C（コミュニケーション）

•地域農業の担い手に出向くＪＡの担当者（営農経済渉外）の愛称です。
•�現在、各基幹支店管内の10名がＴＡＣ活動に従事し、担い手農家のニーズに沿った提案を行っていま
す。
•担い手農家に出向き、情報提供やＪＡに対するご意見ご要望を伺い業務の改善に努めます。
•ＪＡ総合事業の強みを生かして、各部署と連携し包括的な担い手支援を行います。

　ＪＡは、ＴＡＣのスキルアップの
為、6台の撮影用ドローンを導入し、
ドローン操作の講習会を開催しまし
た。
　水稲や麦の圃場を空撮し、生育状況や刈り取り時期の判断材
料を生産者（担い手）に提供することが目的です。
　各自で練習を重ね、加須市の生産者の圃場で実際にドローン
を操縦して水田の様子を撮影しました。加須中央支店ＴＡＣの
川田優樹職員は、「生産者との情報ツールとして活用し、生産
者の手取りアップにつなげたい。」と力を込めます。

　ＴＡＣパワーアップ埼玉県
大会にて、行田中央支店ＴＡ
Ｃの井ノ山俊輔係長が、優秀
賞に輝きました。

　井ノ山係長は、今後増加が見込まれる耕作放棄地を
利用してサトイモを栽培することで地域農業と担い手
農家を支える取り組みを発表。「受賞は日頃私達の訪
問を快く受け入れてくださる皆さんのおかげ。今後も
担い手の皆さんとともに農業を盛り上げていきたい」
と意気込みを語りました。

ドローンを操作する
加須中央支店ＴＡＣ川田職員

中央会坂本富雄会長㊧と表彰状を手にする井ノ山係長

スキルアップ
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今後もＪＡほくさいとＴＡＣは、生産者に寄り添う活動を実践します！！

 
  ＪＡの若手ＴＡＣを紹介します‼

騎西中央支店

山﨑　翔太（30歳）

•入組８年目　•ＴＡＣ２年目
【ＴＡＣになって】
　生産者とより近い距離でコミュ
ニケーションをとることができる
ので、現場の声を知る事ができま
した。多くのご意見ご要望を反映
できるように努めます。

生産者さんの声

騎西地区　茂木　壯一さん

　日頃から様々な
情報を早い段階で
提供してもらえる
ので助かっている。今回は、米の食味
向上へ向けた取り組みを実施しており
期待している。販路拡大・開拓へとつ
なげてほしい。

生産者さんの声

川里地区　岡﨑　誠 さん

　これまでも水稲の試験圃場としてＴ
ＡＣ担当者と様々な意見交換をしてき
た。今後も生産者の目線に立った相談
しやすい環境づくりと情報の提供をお
願いしたい。

•入組４年目
•ＴＡＣ１年目

【ＴＡＣになって】
　水稲・花卉・園芸生産者へ積極
的な訪問と推進を行い地域の農産
物の品質向上と有利販売に努めて
参ります。

川里中央支店

清田　翼（22歳）

❸
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　秋の収穫の時期を迎え、今年もＪＡで米の
食味値の計測を行います。しかしながら、現
在機械の老朽化により保守点検を受けることができませ
ん。そのため、結果はあくまで参考値としてご活用ください。
　ご希望の方は、袋や封筒に玄米200㌘を入れて、表
に ①銘柄 ②ご住所（市名からご記入ください） ③お名
前をご記入のうえ、各支店窓口にお申し出ください。

①銘柄
②ご住所③お名前

玄米200㌘

米の食味測定について

ＪＡは野菜提供で子育てを応援します！

行田市福祉協議会へ贈呈する
吉田岳雄常務㊨から２番目

羽生の杜他へ贈呈する
営農支援課渡辺昌美課長㊨

加須子育て応援パントリー他へ贈呈する
生産者の石川久雄さん㊨から２番目

　ＪＡは、ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業活性化
積立資金を活用し、地域の子育て支援する取り組みを行っており
ます。
　今回は、以下の団体に組合員が栽培した野菜を
管内のフードパントリーや子供食堂に贈呈しまし
た。

■７月15日
　加須子育て応援フードパントリー
　騎西子育て応援フードパントリー　他２団体
　●トウモロコシ200本╱ナス2コンテナ
■７月22日
　ＮＰＯ法人羽生の杜
　ＮＰＯ法人羽生子育てサポートキャロット
　●トウモロコシ70本╱ナス1コンテナ╱玉ねぎ45㌔
■７月27日
　社会福祉法人行田市社会福祉協議会
　●トウモロコシ200本╱ナス2コンテナ╱玉ねぎ45㌔

　今回の野菜は、合計で320世帯に配布されました。ご協力いた
だきました生産者の皆様ありがとうございました。今後もＪＡは、
この活動を続けて地域に貢献して参ります！

❹



手子林支店移転スケジュールのお知らせ
８月号でお知らせした手子林支店の移転スケジュールが変更に
なりました。移転後は、ＪＡ本店（羽生市東７丁目15番地３）
で支店業務を再開します。

業務終了日　１２月９日（金）
移転日　　　１２月12日（月）

　ＪＡほくさいはＪＡバンク埼玉県信連の「ＪＡ表彰」の第２位
に入賞しました。また、「ＪＡ店舗コンクール表彰」の貸出金部
門において、川里中央支店が第1位に、加須中央支店が第5位に入
賞しました。７月14日に本店で表彰式が行われ、経営管理委員会
坂本富雄会長から大塚宏組合長に表彰状が手渡されました。これ
は、昨年度信用事業における年金や給与振込口座の純増数、ロー
ンの伸び率等の実績が評価されたものです。この度の受賞は、ひ
とえに組合員と地域の皆様のご支援の賜物と役職員一同感謝いた
しております。今後も「地域に愛される金融機関」を目指し、な
お一層精進してまいります。

JAバンク信連から表彰

　　表彰状を受け取る大塚組合長㊨と坂本会長

年金友の会
会員の皆さまへ

　新型コロナウイルス感染
拡大防止及び、会員皆さま
の健康や安全面を第一に考
えました結果、今冬予定し
ておりました下記イベント
を中止させていただくこと
といたしました。
　楽しみにお待ちいただい
ていた会員の皆さまには大
変申し訳ございませんが、
何卒ご理解いただけますよ
うお願い申し上げます。

　行田南支店で職員が栽培するプラ
ンターに、人間のような手の生えた
形のナスが生りました。
　ＪＡは、職員の意識向上のため、職員提案制
度を設けております。その中で、栽培の大変さ
を体感しつつ、組合員とコミュニケーションを
とることを目的に、職員が野菜の栽培を行って
います。この活動は、今年で2年目。
　行田南支店では、ナスとミニトマトを栽培す
ることに挑戦しました。木村靖宏支店長は、「土
日も交代で水を与え、大切に育
てました。人型のナスは珍しく
可愛いので紹介します」と笑顔
で話しています。
　このナスは職員で美味しくい
ただきました。

　園芸コースの生徒が栽培した草花が羽生農産
物直売所で販売中！
 

　店頭にかわいい花が並ん
でいます！
　是非、お庭に植えて楽し
んでください♡

【中止するイベント】
①会員の集い

（歌謡ショー）
②親睦旅行

〈イベント中止のお知らせ〉

ＪＡは、職員の意識改革を目的に
職員提案制度を実施しています！！

羽生ふじ高等学園からのお知らせ！

 

 
 

 

❺



加　　須 騎　　西 北 川 辺 大 利 根
作業単位

作業名 11a以上整理地 11a未満未整理地 10a当り 10a当り 10a当り

耕 耘 １ 回 目 6,930 7,480 6,０００ ７,81０ ７,85０
耕 耘 ２ 回 目 ４,62０ 5,170 ４,８００ ４,51０ ４,5００
代掻１回耕耘あと １3,86０ １5,400 ８,４００ １2,21０ １3,14０
代掻２回耕耘あと 8,030 9,240 ７,２００ １０,01０ １０,5００

田 植 え 8,030 9,240 ７,５００
８,36０
10,010
(側条施肥)

７,85０
１1,0００
(側条施肥)

育 苗
１7,600

(コシヒカリ＋２,200)
10a当り18枚までとする
以後１箱増すごとに９9０

１枚　８５０ １枚　990
一切受託者もち
但し種子は別

1枚１,100

余 り 苗 １枚　４００ １枚　３30

肥 料 散 布 ��３,300
肥料代別途

２,０００（6０㎏まで）／１０a
60㎏以上は別途協議のうえ

肥料代別途
３,30０

農 薬 散 布
乳剤　１,10０
粒剤　２,200
農薬代別途

２,０００
農薬代別途

動噴散布、１戸
５０a以上の受託
とし農薬は委託
者負担３,30０

１,10０
田植同時処理
（農薬代別途）

水稲刈取
（カッター）

２4,255 ２7,258 ２０,０００

２４,530
２7,200
２9,340
(10a未満)

11a以上の未整理地
２5,41０

11a未満の整理地
２5,41０

倒伏等作業困難な場合に
は両者協議のうえ割増料
金

水稲刈取（結束） ４,620割増 ２３,０００ ２８,930
麦刈取（カッター） １７,０００ １８,85０
籾 運 搬 生籾1㎏　5 ２,０００

玄米 麦運搬30㎏
玄米籾運搬30㎏　347
保冷庫搬納

１袋当り１16割増
１００ １10

乾 燥 調 整 料 １㎏　４6 １㎏　３０ １㎏
３4.1０

玄米
１㎏　４2

畦 塗 り １ｍ当り（片側）１10 片面１ｍ当り����6０ 50ｍ当り３,30０ １ｍ当り�１10

ロールベーラー 米　4,000
麦　5,000

稲わら結束
５,5００

農業機械回送料 　578

麦の播種 種子のみ�5,000
施　　肥�6,500

そばの播種 ３,０００
そばの刈取 ８,０００
機械除草 １㎡　�　２０

消 費 税 消費税10％込みの価格 各作業料金に別途消費税
（10％）をいただきます

消費税10％
込みの価格

消費税10％
込みの価格

（単位：円）

❻



行　　田 川　　里 羽　　生
作業単位

作業名 10a以上 10a未満 10a当り 10a以上 10a未満

耕 耘 １ 回 目 6,000 6,500 春作業 ５,3００ ５,５００ 6,５００
耕 耘 ２ 回 目 4,000 4,500 春作業 5,0００ ３,９００ ４,７００
代掻１回耕耘あと 7,500 8,500 ８,6００

（３回掻き）
７,２００ ８,３００

代掻２回耕耘あと 6,500 7,500 ２,８００ ３,５００

田 植 え ７,０００ 8,000 ８,8００

普通田植
6,6００ ７,７００

施肥田植
８,８００ 10,100

育　　　　　苗 １枚　８００ １枚　８００
（播種のみ１枚400）

１枚　9００（種子代含む）
苗運搬料　１箱　５０

肥 料 散 布 ３,０００
肥料代別途

２,０００
肥料代別途

２,８００ ３,０００
肥料代別途

農 薬 散 布
乳剤　１,０００
粒剤　２,０００
農薬代別途

２,０００
農薬代別途

乳剤　1,０００
粒剤　２,０００
農薬代別途

水稲刈取
（カッター）

２０,０００ ２２,０００

２０,０００

１０ａ以上 １０ａ未満

※結束の場合３,０００割増
※倒伏の場合、両者協議
のうえ割増料金決定

水稲刈取
(ｶｯﾀｰ結束) ２２,０００ ２４,０００
麦刈取
(ｶｯﾀｰ結束) 17,900 18,700

施肥播種

麦播

麦刈取
（カッター）

19,000 20,000

１７,4００

５,５００ 6,０００

※結束の場合３,０００割増
※�倒伏の場合、両者協議
のうえ割増料金決定

麦播(マウントタイプドリルシーダー)

９,４００ １０,２００
経営委託
（水稲）

７０,０００
(委託者へ玄米３００㎏納める)

玄 米
麦運搬   30㎏ １００

管理転作地
休耕地の
雑草処理

５００㎡未満　　
５００～１,５００㎡
１,５００㎡以上

１㎡当り60
１㎡当り50
１㎡当り40

弾丸暗渠 ３,０００ ３,３００

暗渠排水 １ｍ　５５ １ｍ　6０

整地作業 時間当り　８,７００

乾 燥 調 整 料 出来高１㎏35(くず米含む) 米・麦　�１㎏�　３３ できあがり１㎏当り４０（クズ米含む）

畦 塗 り １ｍ当り　８０（片側） １ｍ当り　100（片側） 片側１ｍ当り５０　両側１ｍ当り８０

ロールベーラー ５,０００

消 費 税 各作業料金に別途消費税
（10％）を頂きます

各作業料金に別途消費税
（10％）を頂きます

各作業料金に別途消費税（10％）を
いただきます

令和４年度 ほくさい管内地域別農作業料金一覧表
（単位：円）

※これは、各地域の農作業料金を決定する機関によるものです

❼



稲
株
処
理
を
早
め
に
！

Ｓ
━

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
組
を
！

農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

稲刈り直後にすき込みを行う様子

S-GAPガイドブック（穀物編、野菜編、果樹編、茶編）

　

近
年
、
台
風
や
爆
弾
低
気
圧
等

の
影
響
に
よ
り
、
稲
刈
り
後
の
稲

わ
ら
が
田
や
用
排
水
路
、
道
路
に

流
出
・
散
乱
す
る
な
ど
の
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
流
出
被
害
を
防
止

す
る
と
と
も
に
、
土
づ
く
り
も
兼

ね
て
、
年
内
に
速
や
か
に
耕
う
ん

し
、
稲
株
を
ほ
場
に
す
き
込
み
ま

し
ょ
う
。

稲
株
の
早
期
す
き
込
み

　

稲
株
を
分
解
す
る
土
壌
微
生
物

は
、
地
温
が
15
℃
以
上
で
活
動
が

活
発
に
な
る
と
さ
れ
て
お
り
、
早

期
に
す
き
込
む
こ
と
で
稲
株
の
土

壌
分
解
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

　

す
き
込
み
は
、
収
穫
後
で
き
る

だ
け
早
く
行
い
、
遅
く
と
も
年
内

に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
秋
に
す
き

込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
春
先
の
す

き
込
み
に
よ
る
ワ
キ
（
硫
化
水
素
、

メ
タ
ン
ガ
ス
）
の
発
生
が
抑
え
ら

れ
、
根
腐
れ
等
、
稲
の
生
育
障
害

を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

稲
株
の
早
期
す
き
込
み
は
雑
草

や
病
害
虫
の
予
防
に
高
い
効
果

　

ク
ロ
グ
ワ
イ
や
オ
モ
ダ
カ
な
ど

の
厄
介
な
水
田
雑
草
の
塊
茎
を
、

土
壌
表
面
に
露
出
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
冬
場
の
低
温
や
乾
燥
で
死
滅

さ
せ
る
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
や
カ
メ
ム
シ

類
の
越
冬
場
所
を
な
く
す
効
果
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ

（
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
）
の
貝
を
粉

砕
す
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
は（Good A

gricultural 
Practice

）
の
略
で
、
直
訳
す
る

と
「
良
い
農
業
の
や
り
方
」
の
こ

と
で
す
。
農
業
に
関
す
る
法
律
や

規
則
、
モ
ラ
ル
を
守
る
こ
と
に
よ

り
、
食
品
安
全
（
農
薬
の
適
正
使

用
、手
洗
い
な
ど
）
労
働
安
全
（
危

険
な
作
業
場
所
の
注
意
表
示
な

ど
）、環
境
保
全
（
農
薬
の
使
用
減
、

廃
棄
物
の
適
正
処
理
な
ど
）
に
配

慮
し
た
持
続
可
能
な
農
業
経
営
を

行
う
た
め
の
取
組
で
す
。

Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
実
践

す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
経
営
の

改
善
が
図
れ
る
こ
と
が
一
番
で
す
。

　

普
段
の
作
業
や
経
営
管
理
の
中

に
潜
む
リ
ス
ク
や
課
題
を
見
つ
け
、

農
場
で
の
生
産
工
程
や
資
材
管
理

等
の
改
善
を
進
め
る
こ
と
で
、
安

全
で
効
率
的
な
生
産
環
境
が
作
ら

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
農
場
は
、
持

続
的
で
安
定
し
た
農
業
経
営
が
期

待
で
き
、
取
引
先
や
販
売
先
か
ら

も
信
頼
さ
れ
ま
す
。

Ｓ
‒
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
む
に
は

　

Ｓ‒

Ｇ
Ａ
Ｐ
は
、
埼
玉
県
が
Ｇ

Ａ
Ｐ
の
さ
ら
な
る
普
及
に
向
け
て
、

県
独
自
で
策
定
し
た
Ｇ
Ａ
Ｐ
で
す
。

Ｊ‒

Ｇ
Ａ
Ｐ
や
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ

Ｐ
の
入
門
編
と
し
て
お
す
す
め
し

ま
す
。

　

ま
ず
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
等
で

Ｓ‒

Ｇ
Ａ
Ｐ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
入

手
し
ま
す
。

①
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
参
考
に
、
農

場
を
ど
の
よ
う
に
管
理
す
る
か

ル
ー
ル
を
決
め
ま
す
。　

②
ル
ー
ル
通
り
に
農
場
を
管
理
し
、

そ
の
内
容
を
記
録
し
ま
す
。

③
ル
ー
ル
通
り
に
で
き
た
か
、
そ

れ
ぞ
れ
の
項
目
で
達
成
が
十
分

か
ど
う
か
、
自
己
や
第
三
者
に

よ
る
点
検
を
行
い
ま
す
。

④
で
き
な
か
っ
た
項
目
に
つ
い
て

管
理
ル
ー
ル
や
改
善
策
を
検
討

し
、
改
善
を
実
施
し
ま
す
。

　

先
進
的
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
む

生
産
者
か
ら
は
、「
従
業
員
の
自

主
性
が
向
上
し
た
」、「
販
売
先
か

ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」、

「
農
場
の
ル
ー
ル
が
明
確
に
な
っ

た
」、「
生
産
の
無
駄
が
な
く
な
っ

た
」
な
ど
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
は
、
自
ら
点
検
項
目
や

取
組
内
容
、
各
種
規
程
を
決
め
て

い
き
ま
す
。 

法
令
を
遵
守
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
自
分

た
ち
の
農
場
に
最
も
適
し
た
ル
ー

ル
を
作
成
し
ま
し
ょ
う
。

　
加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

管
理
部
地
域
支
援
担
当

０
４
８
０
（
６
１
）
３
４
０
４

農
業
支
援
部
技
術
普
及
担
当

０
４
８
０
（
６
１
）
３
９
１
１　
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　ＪＡは７月16日、管内の消費者を対象に「収穫体験ド
ライブラリー」を開き、10組40名が参加しました。ドライブラリーは、
マイカーで決められたチェックポイントを回り、スタンプを集めるイ
ベントです。
　ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業活性化積立金を活用し、収穫体
験を行い地域の住民や、参加した子ども達に「食」と「農」への理解
を深めてもらう目的で企画しました。　最初に加須市種足地区の圃場
で、騎西農産物直売所利用組合（石川久雄組合長）に栽培協力をいた
だいたトウモロコシの収穫体験を行いました。参加した子どもは、「下
に折ったら簡単にとれた」と楽しそうに収穫していました。参加者は、ＪＡ騎西農産物直売所での買い物や、む
さしの村でブルーベリーの摘み取りを楽しみました。

　昨年11月加須市大越の㈱山中農産（山中哲大代表）の圃場で収穫された大豆の品種「納豆小粒」が、６月に
加須市内の中学校の学校給食で納豆に加工され提供されました。この大豆は、粒の大きさや加工が納豆に適して
おり、食品加工業者からの評価が高い品種で、県内では唯一㈱山中農産が栽培しています。
　同市北川辺中学校で納豆を食べた生徒は、「いつも食べている納豆より甘みがあり、大豆の味がしっかりして
いる」と話し、同校の田中望学年主任は、「粘り気があり豆本来の味がする。生徒に地産地消を教える良い機会
になった」と話しています。
　今年も㈱山中農産では６月下旬、50㌃の圃場に納豆小粒の播種作業を行いました。代表の山中氏は、「昨年ま
で二毛作で大麦と飼料米を栽培していた圃場のため、苦土石灰を施用して土壌改良した。最高の条件で播種でき
たので、11月の収穫にも期待が持てる。納豆小粒の生産に道筋をつけられるよう、しっかり管理したい」と意
気込みを語りました。

　加須市園芸連梨部会（川辺忠部会長）は、８月１日に川
辺部会長の作業場で、幸水の目揃え会を開きました。全会
員が、着色具合の異なる実を持ち寄って、糖度を測定、そ
の後梨を試食し、食感を確認しました。川辺部会長は、「観
測史上最速の梅雨明けで日照時間が多く、品質の良い梨に
仕上がった。糖度も約13度と甘みも十分。自信をもって
出荷できる」と胸を張りました。同部会の出荷は、８月３
日からスタート。この後「彩玉」や「豊水」、「あきづき」、

「新興」などを県内市場や加須農産物直売所に出荷します。

収穫体験ドライブラリーを開催

地元でとれた大豆が中学校給食の納豆に

加須市園芸連梨部会が目揃え会

トウモロコシの収穫を楽しむ参加者

梨の糖度を計る大熊孝副部会長

梨の着色を確認する川辺部会長と大熊副部会長

播種の間隔を確認する山中代表㊥ら 給食で納豆小粒を加工した納豆を食べる生徒ら順調に生育する納豆小粒８月上旬撮影

❾



　ＪＡは、７月15、16日の２日間本店に
て農業機械展示会を開催しました。
　会場には、アシスト機能の付いた田植え
機をはじめ大型機械から各種生産資材ま
で、農家のニーズに沿った多彩な農業機械を展示しました。また、農業機械の購入を検討する人のために、ＪＡ
農機ハウスローン相談コーナーも設けました。来場者は、「ＪＡの展示会は、複数メーカーの農機を比較できる。
実物を見て説明を聞けるのでわかりやすい」と話していました。
　経済課小礒紀明課長は、「３年ぶりに展示会を開催することができました。農家の皆さんの仕事の効率化や、
生産向上に向け、最新技術を導入した農業機械を今後も紹介していきたい」と意気込みを語りました。
　２日間の来場者は、約300人でした。ご来場ありがとうございました。

■米粉料理教室
•７月７日　 田ケ谷支部
　　　　　　　　（坂本ヨシ子部長）

•７月13日　南河原支部（齋藤智子部長）
メニュー（米粉のナンとキーマカレーなど）
■健康で風土に合った食生活研修
•６月22日　加須・北支部（遠藤宏子部長）
•７月19日　騎西中央支部（梓沢幸子部長）
•７月22日　西・志多見支部（秋山淳子部長）
メニュー（レンジで簡単焼き豚・やっぱ埼玉汁など）

※女性部は随時部員を募集しておりますので、詳しくはＪＡ窓口にお問合せください。

農機展示会を開催

　ＪＡは７月上旬に家の光協会の小学生向け月刊誌「ちゃぐり
ん」８月号を管内小学校49校に寄贈しました。
　７月６日に加須市役所で贈呈式を行い、北川辺地区の秋山茂
地域担当理事が同市の小野田誠教育長に手渡しました。
　秋山理事から同誌を受け取った小野田教育長は、「夏休みを
前に、児童が毎年楽しみにしています。農業など子どもには難
しい内容を、漫画やイラストで読みやすくしているので、大変
ありがたい」とお礼の言葉を述べました。ＪＡは、地域の将来

を担う子どもたちに「食」と「農」に関心をもってもらおうと毎年この時期に贈呈しています。

ちゃぐりんを小学校へ寄贈

小野田教育長にちゃぐりんを手渡す秋山理事

加須・北支部南河原支部 騎西中央支部

田ヶ谷支部

西・志多見支部

地産地消や米の消費拡大を目的に
女性部が料理教室を開催しました！
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　加須市北川辺地域では、いち早く稲刈りシーズンが到来しました。
　㈱おぐらライスは、８月８日に「あきたこまち」5㌶のうち、
3.2㌶の稲刈りを行いました。６月下旬の梅雨明けで、日照時間が
長く昨年より３日早い刈り取りとなりました。同社の小倉祐一社長
は、「作柄もよく管理がしっかりできたので、収量もありそうだ」
と新米の出来に満足していました。順次、主力の「コシヒカリ」、「彩
のきずな」の刈り取りが行われます。８月下旬には農産物検査が行
われ、ＪＡ５店舗の農産物直売所で販売されています。
　ＪＡ管内では、11月上旬まで稲刈りが続きます。

　７月中旬、ＪＡ騎西中央支店の敷地内に植えられたソテツの花が咲き
ました。このソテツは、支店が建てられた昭和38年に植えられたもので、
職員は「実際に花が咲いているのを見たのは初めて」と話すように、花
が咲くことは大変珍しいようです。
　花は雄花で、高さ約50㌢、直径約15㌢。黄褐色でマツボックリを大
きく伸ばしたような形をしており、少し甘い香りを放っています。
　坂本久夫支店長は、「来年は、支店が建て替えられる。新しい門出を
祝ってくれているようで嬉しい」と話しています。

　行田市農業青色申告会（藤間光治会長）は、7月7日に行田
中央支店で専用従事者給与記帳指導会を開催しました。
　当日は、税理士法人の専門家を招き、参加した会員は記帳指
導などを受けました。藤間会長は、「税制も頻繁に変わり、日
頃農家各自で行う帳簿のつけ方や申告書類の確認など専門家に
相談できる良い機会なので、今後も定期的に開催したい」と話
していました。
　行田市農業青色申告会は、申告相談や指導などを行っていま
す。随時会員も募集しておりますので、活用してみては如何で
しょうか。

　北川辺無人ヘリ防除協議会は、７月22、23、24
日の３日間、早朝より加須市北川辺地域の圃場で水
稲へのカメムシ類の殺虫を目的とした農薬散布を行
いました。
　空中散布を一斉に行うことで、カメムシ防除の効
率化や省力化につなげます。生産者は、「適期にカ
メムシ防除ができて安心した。美味しいお米が収穫できるように水田の管理をしていきたい」と話しています。

早場米稲刈りスタート

騎西中央支店でソテツの花が咲きました

行田市農業青色申告会が記帳指導会開催

農薬散布でカメムシ防除

あきたこまちを刈り取る小倉社長

税理士法人の専門家㊨より指導を受ける会員

農薬の空中散布を行うオペレーター
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お
帰
り
は
ゆ
っ
く
り
行
き
ま
せ
茄
子
の
牛　

行　

田　

荒
井　

王
子

「
踊
り
子
」
と
名
の
つ
く
電
車
夏
の
海　
　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

や
り
き
っ
て
今
日
の
夕
焼
ひ
と
り
じ
め　
　

川　

里　

井
上
美
智
子

介
護
士
の
素
顔
が
見
た
し
夏
マ
ス
ク　
　
　

加　

須　

立
野
よ
り
子

夕
虹
に
明
日
の
耕
作
計
画
す　
　
　
　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

生
き
し
も
の
田
水
に
浮
か
す
暑
さ
か
な　
　

羽　

生　

樋
口
登
美
子

初
茗
荷
祖
父
の
自
慢
の
早
夕
餉　
　
　
　
　

川　

里　

木
暮　

浅
代

干
か
ら
び
し
畑
を
庭
を
叩
く
喜
雨　
　
　
　
　

〃　
　

黒
巣　

友
子

蝉
に
明
け
蝉
に
暮
れ
ゆ
く
寓
居
か
な　
　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
真
っ
赤
に
燃
え
て
咲
き
の
ぼ
る 

　

〃　
　

湯
橋　

信
子

し
っ
か
り
と
余
命
を
生
き
て
梅
雨
の
星　
　

加　

須　

野
中　

栄
子

魂
棚
に
農
機
発
明
特
許
状　
　
　
　
　
　
　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

た
っ
ぷ
り
と
水
で
鎮
め
て
墓
洗
ふ　
　
　
　

羽　

生　

五
月
女
文
子

子
燕
の
か
わ
い
い
声
に
癒
さ
れ
る　
　
　
　

行　

田　

木
村　

有
里

立
葵
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
と
老
い
に
似
て　
　
　

加　

須　

松
永　

喜
芳

ど
こ
の
田
も
う
め
つ
く
し
を
り
青
田
風　
　

羽　

生　

多
田
千
代
子

蔓
切
ら
れ
う
ら
な
り
南
瓜
置
き
去
り
に　
　
　

〃　
　

長
瀬　

三
男

蛇
行
し
て
初
夏
の
利
根
川
筑
波
嶺　
　
　
　
　

〃　
　

平
井　

昭
政

立
秋
や
白
線
映
え
る
通
学
路　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

木
本　

政
秋

こ
の
家
に
嫁
し
て
六
十
五
年
夏
が
来
る　
　

加　

須　

内
田
喜
代
子

我
が
庭
に
ひ
ま
わ
り
咲
く
や
幸
来
た
れ　
　

行　

田　

大
野　

辰
男

親
子
鴨
水
田
の
畦
に
羽
休
め　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

中
野　

一
郎

※
11
月
号
へ
の
投
句
は
、
９
月
26
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

〒
３
４
８-

８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
経
済
部
営
農
支
援
課

（
住
所
不
要
）
宛
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
資
格
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
に
お
住
い
の
方
。
誌
面
等
の
都
合

に
よ
り
投
句
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
の
句
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

手
枕
に
深
く
沈
み
て
虫
時
雨　
　
　
　
　
　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

（
評
）日
本
語
と
は
な
ん
と
美
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
虫
時
雨
と
は

虫
の
音
が
繁
く
し
ぐ
れ
の
様
に
聞
こ
え
る
事
の
例
え
で
あ
る
。

手
枕
と
言
う
か
ら
、
多
分
う
た
た
寝
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

虫
の
音
が
次
第
に
睡
魔
を
誘
っ
て
く
る
。

秋
の
夜
長
の
一
コ
マ
が
見
え
て
く
る
。

酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

行田市
田んぼアート

ぎょうだ 通 信

　埼玉県行田市の「古代蓮の里」東側の
水田2.8㌶に描かれた田んぼアートが見
頃を迎えました。
　田んぼアートは、行田市の観光や農業
の発展を担うイベントで、今年で15年
目を迎えます。今回は、人気アニメ『ア
オアシ』の主要キャラクター「青井葦人」、

「福田達也」、「一条花」の３人が描かれ、
背景に市の花の古代蓮をあしらった図柄
です。日本の代表的な文化であり、国際

的にも人気が高い「アニメ」、「マンガ」に着目し、このデザイン
に決定しました。ボランティアなど683人の手により、６月11、
12日に２日かけ田植えが行われました。
　田んぼアートに使用した水稲の品種は、「彩のかがやき」、「ゆ
きあそび」、「べにあそび」、「紫905」で、色彩豊かに仕上がりま
した。見頃は、稲刈りが始まる10月中旬頃までです。

各地区の編集委員が自慢の人・モノ・場所を
ご紹介します。
今回は行田地区です。

田植えをするボランティア

�



JAほくさい顧問弁護士
  長島法律事務所
弁護士  長島佑享氏

法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ

②
遺
産
分
割
の
成
立
前
に
、法
定
相
続
分
の
使
用
料 

請
求
で
き
る
？

― 

遺
産
分
割
協
議
成
立
前
は
、
相
続
前
同
様
た
だ
で
使
え
る

①
生
前
払
い
戻
さ
れ
た
預
貯
金
額
も
含
め
て
遺
産
分
割
で
き
る
？

― 

相
続
人
全
員
の
合
意
あ
れ
ば
対
象
に

母
A
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

相
続
人
は
、
私
B
と
弟
C
の
２

人
で
す
。
今
後
、
遺
産
を
ど
の

よ
う
に
分
け
る
か
協
議
を
し
た

い
で
す
。
A
の
通
帳
を
確
認
す

る
と
生
前
、
同
居
し
て
い
た
C

が
、
A
に
無
断
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
使
用
し
て
、
預
貯
金

か
ら
合
計
8
0
0
万
円
を
払
い

戻
し
て
い
ま
し
た
。
C
は
、「
そ

の
よ
う
な
こ
と
は
知
ら
な
い
。

無
い
も
の
は
遺
産
で
は
な
い
。」

と
言
い
ま
す
。
C
が
無
断
で
払

い
戻
し
た
8
0
0
万
円
も
遺
産

と
し
て
分
割
で
き
ま
す
か
。

専
業
農
家
の
父
A
が
、
2
年

前
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
遺
言

書
は
あ
り
ま
せ
ん
。相
続
人
は
、

家
業
の
農
業
を
継
ぎ
、
父
と
長

年
同
居
し
て
い
た
弟
B
と
J
A

職
員
の
私
C
の
2
人
で
す
。
遺

産
分
割
協
議
を
し
な
い
ま
ま
、

B
は
父
の
家
に
住
み
続
け
、
父

の
田
畑
で
農
業
を
し
て
い
ま

す
。
私
も
2
分
の
1
の
相
続
分

が
あ
る
の
で
、
B
に
「
遺
産
分

割
協
議
が
で
き
る
ま
で
2
分
の

1
分
の
使
用
料
を
払
っ
て
ほ
し

い
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
拒
否

さ
れ
ま
し
た
。
B
が
た
だ
で
家

や
農
地
を
全
部
使
う
の
は
納
得

で
き
ま
せ
ん
。

A
に
相
続
が
発
生
す
る
と
、
遺

産
分
割
協
議
が
成
立
す
る
ま
で
、

遺
産
は
共
同
相
続
人
で
あ
る
B
と

C
の
共
有
と
な
り
ま
す
（
民
法

８
９
８
条
）。
B
と
C
は
、
遺
産

に
つ
い
て
各
２
分
の
１
の
共
有
持

分
権
を
持
ち
ま
す
。

本
件
の
よ
う
に
、
遺
産
の
建
物

に
住
み
続
け
て
い
る
相
続
人
に
対

し
、
他
の
相
続
人
が
家
賃
相
当
の

金
銭
の
支
払
を
請
求
し
た
判
例
が

あ
り
ま
す
（
最
高
裁
平
成
８
年
12

月
17
日
判
決
）。

そ
の
事
案
で
は
、相
続
人
甲
は
、

被
相
続
人
乙
の
生
前
か
ら
、
乙
の

建
物
に
同
居
し
て
家
業
を
一
緒
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
乙

の
死
亡
後
も
引
き
続
き
同
建
物
に

住
ん
で
い
ま
し
た
。

裁
判
所
は
、
こ
の
事
案
の
よ
う

な
場
合
、
特
別
な
事
情
が
な
い
限

り
、甲
と
生
前
の
乙
と
の
間
に
は
、

乙
の
死
亡
後
も
遺
産
分
割
ま
で
甲

に
た
だ
で
使
用
さ
せ
る
と
い
う
合

意
（
使
用
貸
借
契
約
）
が
あ
っ
た

と
認
め
ら
れ
る
、
と
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
遺
産
分
割
の
成
立
ま

で
は
、
他
の
相
続
人
ら
が
貸
主
、

甲
が
借
主
と
な
り
、
甲
は
た
だ
で

建
物
全
部
を
使
用
す
る
権
利
が
あ

る
の
で
、
賃
料
相
当
額
の
請
求
は

で
き
な
い
と
結
論
し
ま
し
た
。

本
件
で
も
、A
と
B
と
の
間
に
、

遺
産
分
割
の
成
立
ま
で
は
、
た
だ

で
B
に
家
や
農
地
を
使
わ
せ
る
と

い
う
使
用
貸
借
契
約
が
あ
っ
た
と

判
断
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
C

は
B
に
使
用
料
を
請
求
で
き
な
い

で
し
ょ
う
。

①

②

①

②

遺
産
分
割
は
、
被
相
続
人
が
死

亡
時
に
有
し
て
い
た
財
産（
遺
産
）

に
つ
い
て
、
個
々
の
相
続
財
産
の

権
利
者
を
確
定
さ
せ
る
手
続
き
で

す
。A

の
生
前
に
払
い
戻
さ
れ
た
預

貯
金
は
、
A
の
相
続
開
始
時
に
は

存
在
し
な
い
た
め
、
原
則
と
し
て

遺
産
分
割
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。
仮
に
、
C
が
払
戻
金
を
保
管

し
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
現
金
が

遺
産
で
す
。

も
し
、
A
の
生
前
に
C
が
無
断

で
払
い
戻
し
た
の
な
ら
、
A
は
C

に
対
し
て
、
不
法
行
為
に
基
づ
く

損
害
賠
償
請
求
権
や
、
不
当
利
得

に
基
づ
く
返
還
請
求
権
を
有
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
１
円
ず
つ
分
割
で
き

る
金
銭
債
権
で
す
。し
た
が
っ
て
、

相
続
開
始
と
同
時
に
遺
産
分
割
手

続
を
経
ず
に
当
然
に
分
割
さ
れ

て
、
相
続
人
B
、
Ｃ
が
法
定
相
続

分
（
各
２
分
の
１
）
に
応
じ
て
権

利
を
取
得
し
ま
す
（
最
判
昭
和
29

年
４
月
８
日
）。

た
だ
し
、
Ｃ
が
、
払
い
戻
し
た

事
実
と
取
得
し
た
事
実
を
争
わ

ず
、
遺
産
分
割
の
対
象
に
す
る
こ

と
に
合
意
す
れ
ば
、
払
戻
金
を
含

め
遺
産
分
割
協
議
を
す
る
こ
と
は

可
能
で
す
。

あ
な
た
の
場
合
、
Ｃ
と
の
合
意

は
難
し
そ
う
で
す
。
合
意
が
な
け

れ
ば
、
Ｃ
が
払
い
戻
し
た

８
０
０
万
円
を
遺
産
分
割
の
対
象

に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
解

決
す
る
に
は
、
C
に
対
し
て
、
２

分
の
１
の
金
銭
の
支
払
い
を
求
め

る
民
事
訴
訟
を
起
こ
し
、
Ｃ
が
Ａ

に
無
断
で
８
０
０
万
円
を
払
い
戻

し
て
受
領
し
た
こ
と
を
証
明
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
女
郎
花
と
書
く
秋
の
七
草
。
同
じ

―
―
科
の
植
物
に
オ
ト
コ
エ
シ
と
い

う
の
も
あ
り
ま
す

❷
頭
隠
し
て
―
―
隠
さ
ず

❸
す
い
っ
ち
ょ
ん
と
鳴
く
虫

❹
イ
ン
フ
レ
の
と
き
に
上
が
り
ま
す

❻
贈
答
品
に
付
け
ま
す

❾
風
が
吹
く
と
も
う
か
る
か
も

❿
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
代
表
作
『
真
珠

の
―
―
の
少
女
』

⓫
店
の
中
に
他
の
客
は
い
ま
せ
ん

⓭
薬
の
―
―
は
徐
々
に
表
れ
た

⓮
紙
を
燃
や
す
と
残
り
ま
す

⓰
10
を
３
回
掛
け
合
わ
せ
る
と

タ
テ
の
カ
ギ

❷
令
和
４
年
９
月
23
日
は
―
―
の
日
。

国
民
の
祝
日
で
す

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
経
済
部

営
農
支
援
課
宛
送
付（
住
所
の
記
入
は
不

要
で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
ご
応
募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管

内（
行
田
市
・
鴻
巣
市
川
里
地
区
・
羽
生

市
・
加
須
市
）に
お
住
ま
いの
方
に
限
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
郵
送
し
て
い

た
だ
く
場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日

よ
り
通
常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
４
年
９
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
８
月
号
の
答
〉

　

ア
ワ
オ
ド
リ

❺
秋
は
稲
や
栗
、
ブ
ド
ウ
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
作
物
が
―
―
を
迎
え
る
季
節

で
す

❼
竹
や
梅
と
並
ん
で
め
で
た
い
植
物

❽
幸
水
や
豊
水
が
広
く
作
ら
れ
て
い

ま
す

❾
『
赤
ず
き
ん
』
で
は
お
ば
あ
さ
ん

に
化
け
ま
し
た

⓫
節
約
の
た
め
に
―
―
簿
を
付
け
始

め
た

⓬
楽
団
の
前
で
タ
ク
ト
を
振
り
ま
す

⓮ 

お
彼
岸
に
は
掃
除
に
行
っ
て
手

を
合
わ
せ
る
人
が
増
え
ま
す

⓯
ピ
ン
チ
な
ん
で
す
！

⓰
長
く
続
け
る
と
足
が
し
び
れ
る
こ

と
も

⓱
―
―
コ
ー
ヒ
ー
、
―
―
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル

☆
７
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。
ご

当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
木
村　
妙
子
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
関
口　
　
正
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
春
山　
　
清
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
梅
澤　
展
夫
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
栂
﨑　
梅
子
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
横
田　
幸
子
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
成
田
八
重
子
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
坪
井　
義
典
さ
ま
（
大
利
根
）

　

９
月
に
な
る
と
暑
さ
も
和
ら
ぎ
少
し
ず
つ
秋
を
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
ね
。

　

秋
は
新
米
や
さ
つ
ま
い
も
な
ど
美
味
し
い
物
が
た
く
さ
ん
旬
を
む

か
え
ま
す
。
私
は
炊
き
立
て
の
ご
は
ん
に
明
太
子
を
合
わ
せ
食
べ
る

と
お
箸
が
止
ま
ら
な
く
な
り
ま
す
！ 

で
す
が
10
月
に
結
婚
式
を
控

え
て
い
る
の
で
食
べ
過
ぎ
に
は
注
意
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

は
秋
の
味
覚
を
た
く
さ
ん
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
！ 

節
の
変
わ
り

目
で
ご
ざ
い
ま
す
が
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
 

Ｙ
・
Ｓ

編
集
後
記
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ＪＡほくさい
ホームページ

安心してお買物をしていただくために表記等の
感染症予防対策を行っています！ 
ご協力をお願いいたします。

３密対策
お買物は出来る限り世帯
1人かつ短時間で

ソーシャル
ディスタンス
お買物の際は他のお客様と
間隔を空けて

アルコール消毒
お買物前後の手の除菌を

マスク着用
ご来店時はマスク着用を

加須市浜町４－３７
☎０４８０（６１）３０４４

加須農産物直売所
加須市騎西４２５
☎０４８０（７３）６７７６

加須市向古河２８１－２
☎０２８０（６２）３６３６

騎西農産物直売所 北川辺農産物直売所

営業時間／9：30～16：00 営業時間／9：30～16：00 営業時間／9：30～16：00
※10/19水は定休日です。※10/18火は定休日です。※10/18火は定休日です。

行田市富士見町１－８－１
☎０４８（５５６）２２０３

行田農産物直売所
羽生市東７－１５－３
☎０４８（５6３）４６０９

羽生農産物直売所

営業時間／9：30～16：00 営業時間／9：30～16：00
※10/19水は定休日です。※10/19水は定休日です。

AM9:30～PM4:00まで

▶▶10/1510/15土 10/2310/23日

売り出し期間

©みんなのよい食プロジェクト©みんなのよい食プロジェクト
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新古河
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北川辺
農産物直売所

収穫祭収穫祭
大特価セール


